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本稿は、拙論「原現象から根源へ ─ ベンヤミンのゲーテ批判 ─」（日本


































































































念 ― 概念 ― 現象」という三者の関係が、ベンヤミンの独特な立場から述べら
れることになる。ベンヤミンは、次のように説明する。まず、「真理は叙述さ
























も言われている。あるいは理念と諸要素の関係は、「星座（Konfi guration / 





































である」（B, Ⅰ , 216）と述べている。そして、「諸理念が無志向的に名づけの














で、言葉の根源的な聴き取り（das ursprüngliche Vernehmen des Wortes）が回復



































































































































事をすべて表出している。」（L, Ⅰ , 136）7 あるいは、学識のある人向けに書か
れた『モナドロジー』における思想を、素人向けに語り直したと言われている
著作『理性に基づく自然と恩寵の原理』（1714）のなかでは、「現在は未来を孕
み、未来は過去の中に読み取られ得る」（L, Ⅰ , 430f.）とある。また『モナド
ロジー』のなかでは簡潔に「どの単純実体も、他のすべての実体を表出するさ




















































































































Ⅲ -1, XXV）17 このような両者の「微小なもの」への指向を介することによっ
て、ライプニッツとベンヤミンの思わぬ一致が見えてくるのである。
注
 1　 ベンヤミンのテキストとして、Walter Benjamin Gesammelte Schriften. 7 Bde. Hrsg. v. 
Rolf Tiedemann und Hermann Schweppenhäuser. Frankfurt a. M. (Suhrkamp) 1991 を使用。
本文中では、B, 巻数 , 頁数で示した。引用に用いた訳文は、ヴァルタ－・ベンヤミ
ン（浅井健二郎訳）『ドイツ・ロマン主義における芸術批評の概念』（ちくま学芸文庫、
2001 年）、ヴァルタ ・ーベンヤミン（浅井健二郎訳）『ドイツ悲劇の根源　上・下』（ち







 3　 以上の記述は、拙論「原現象から根源へ ―ベンヤミンのゲーテ批判」（日本独文学会
編『ドイツ文学』第 97 号、1996 年）、94 頁を、補完、修正したものである。
 4　 もう一つの哲学的伝統におけるベンヤミンの位置づけについては、坂部恵『モデル









年所収）、104 頁の注および、Peter Fenves: The Genesis of Judgement: Spatiality, Analogy, 
and Metaphor in Benjamin's "On Language as Such and on Human Language", in: Walter 
Benjamin: Theoretical Questions, edited by David S. Farris. Stanford (Stanford University 
Press) 1996 参照。
 6　 ベンヤミンは、彼が『ドイツ悲劇の根源』の本来の唯一の読者と見なしていたフロー












 7　 ライプニッツのテキストとして、Gottfried Wilhelm Leibniz, Philosophische Schriften, 
Hrsg. v. Hans Heinz Holz. Franfurt a.M. (Suhrkamp) 1986 を使用。本文中では、L, 巻数 , 
頁数で示した。引用に用いた訳文は、下村寅太郎ほか監修『ライプニッツ著作集　
全 10 巻』（工作舎）、『第 4巻　認識論　人間知性新論　上』（谷川多佳子ほか訳）（1995
年）、『第 8巻　前期哲学』（西谷裕作ほか訳）（1990 年）『第 9巻　後期哲学』（西谷
裕作ほか訳）（1989 年）に従った。
 8　 佐々木能章『ライプニッツ術　モナドは世界を編集する』（工作舎、2002 年）、80 頁
参照。　
 9　 佐々木、前掲書 127 頁参照。
10　 Gilles Deleuze: Die Falte Leibniz und der Barock, übersetzt von Ulrich Johannes Schneider. 
Franfurt a.M. (Suhrkamp) 2000, S. 90f. 引用文は、ジル・ドゥルーズ（宇野邦一訳）『襞
ベンヤミンのモナドロジー（その１）
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16　 Rainer Nägele: Das Beben des Barock in der Moderne: Walter Benjamins Monadologie . In: 
Modern Language Notes, 106, (1991) S.501-527. (The Johns Hopkins University Press) 引用
箇所は、S.503f.
17　 佐々木、前掲書 121 ～ 122 頁参照。
